
「数学」解答例

解答の一例を示す．ただし計算や証明の詳細は省
略した部分がある．

1 (1) m = 5p+q (0 ≦ q ≦ 4)とする．2m2+19が
5の倍数とすると 2m2+19 = 50p2+20p+

2q2+19より r(q) = 2q2+19も 5の倍数と
なるが，r(0) = 19, r(1) = 21, r(2) = 27,

r(3) = 37, r(4) = 51はいずれも 5の倍数で
ない．ゆえに 2m2 + 19は 5の倍数でない．

(2) (2m2 + 19)(7n+ 5) = 70(k + 2)より 70の
倍数．

(3) 2m2 + 19は 2の倍数でないから，(1)より
10の倍数でない.ゆえに (2)から 7n+ 5が
10の倍数になる．また 7n + 5は 7の倍数
でないので 2m2 + 19が 7の倍数になる．

このようなm, nを順に調べると，m = 1,

6, 8, · · · , n = 5, 15, 25, · · · となる．

(i) m = 1のとき．
n = 5ならば k = 10であり, n = 15ならば
k = 31となる. n ≧ 25のときは k > 50と
なるので不適．

(ii) m = 6のとき．
n = 5ならば k = 50となる. n ≧ 15のと
きは k > 50となり不適．

(iii) m ≧ 8のとき，n ≧ 5より k > 50とな
り不適．以上から

(m,n, k) = (1, 5, 10), (1, 15, 31), (6, 5, 50).
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(4) △ABDは∠Bを直角とする直角三角形より
AB = 1. 故に四面体の高さ AB = 1．底面
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となり，n = k + 1のときも成り立つ．数
学的帰納法により (2)が示された．

4 (1) f ′(x) = −x+2
x3 , f ′′(x) = 2(x−3)

x4 . f ′(x) = 0

より x = 2. f ′′(2) = −1
8 < 0より x = 2

で極大値 f(2) = 1
4 をとる．f ′′(x) = 0より

x = 3で，この前後で f ′′(x)の符号が変わ
るので変曲点 (3, 29)をもつ．
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を満たす．(i) t = 2のときx = 2となり，共
有点はPのみで，それ以外の共有点はない．
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り，P と異なるためには t
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t
t−2 =\ tのとき．この条件は t > 2, t=\ 3と
同値．以上をまとめて tの条件は 2 < t < 3

または 3 < t．

(3) t > 3として考えれば良い．このとき
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